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栄養管理室長  酒永  智子 地域連携室  看護師長  久代  玲子

　皆さんもご存知の通り、消化管は、口から肛門までは
1 本のパイプ、例えるなら竹輪のようなものです。竹輪
を縦にして、底をまな板につけ、上からひき肉を入れつ
づけるとどうなるでしょう？いつか溢れますよね。
　ちょっと乱暴な言い方をしますと、これと同じような
ことが人でも起こります。便秘の人に、食物を与えつづ
けると、いつか口から溢れます。「誰もそんな事しない
よ～」と思います。お口から食べられる時はそうです。
　注意が必要なのは、胃ろうや、経鼻栄養など、その人
自身の意思とは関係なく、栄養が投与される時です。
　その方は、意識が清明でないことが多いです。という
ことは、嘔吐しても返事ができないです。発見が遅れま
す。飲み込み・吐き出しの機能が衰えている場合は、嘔
吐物が気管に入る可能性や、嘔吐物を喉につまらせて窒
息してしまう可能性もあります。

　つまらない（便秘させない）対策としては、

•食物繊維を使用する
•食物繊維，脂質，水分を摂取する
•ADL の拡大や活動を促す
•腹部の温罨法，マッサージを行う
•摘便，座薬，浣腸などで便塊を除去する
•疾患に対する治療を行う　等があります。

加えて、お口から食べられる時は、ヨーグルト等を活用
したりしますよね。善玉菌が豊富に含まれ、腸内環境を
改善してくれるからです。また、ゴボウやバナナ等で食
物繊維をとったりもします。
　では、胃ろうや、経鼻栄養といった鼻の穴を通るほど
の細いチューブを介して栄養を取るときにはどうする
か。当院では、食品として販売されている粉末タイプの
乳酸菌や食物繊維（図：腸内環境お助け隊！）を白湯に
溶かして注入し、身体からの大きな便りが良い便りにな
るよう確認、調整を行っています。もちろんお薬も活用
します。お薬の前に、食品でなんとか調整がつかないか
な、といった時に使用しています。
　この2つは便秘だけでなく、下痢の時にも活躍します。
大きな便りが不良だな、といった時に、試していただく
のも一つの方法ではないかと思い、紹介させていただき
ました。

実施日：平成28年1月21日（木）

地域医療従事者研修会

腸内環境お助け隊！

・食物繊維不足
・水溶性下痢
・便秘

善玉菌を大量投与
腸内フローラルを良好に　

米粉のホワイトシチュー
　米粉はグルテンを含まないためダマになりにくく、
とろみをつける料理などにむいています。また、お米を
粉にしたものなので、小麦アレルギーの方でも安心して
召し上がれます。そんな米粉を使ったホワイトシチュー
の作り方を紹介します。

①米粉とバターを粉っぽさがなくなるまで弱火で加熱しながら混
ぜ合わせる。
　そこに牛乳を加えてダマにならないようにしながら固めのペー
スト状になるまでのばす。
②一口大に切った具材を鍋に入れて塩・こしょうで炒め、水を加
え柔らかくなるまで煮る。
③野菜が柔らかくなったら①をザルでこし、鍋に加えて軽く煮る。
とろみがついたら完成。

材料（4人分）
★ジャガイモ　200ｇ　　★しめじ  200ｇ
★人参　　　　  80ｇ　　★コーン    12ｇ
★鶏もも肉       200g　　 ★米粉    40ｇ　　　
★玉ねぎ 　　　120g　　 ★牛乳  200ｇ
★塩 　　　　1ｇ　　★水  400ｇ
★こしょう　　　0.5ｇ　　★バター    40ｇ

●米粉シチューの作り方 １人前 
243kcal

※写真はイメージです。

平成27年度
地域医療従事者研修会
実/績/報/告
　平成27年度医療従事者研修会には、毎回多数のご参
加をいただきありがとうございました。
　下記の内容で合計9回実施し、のべ416名で1回平均
46名の参加者がありました。研修会参加者へのアン
ケートのご協力により、今後の研修会テーマへのご希

望を伺いましたので参考にさせていただき次年度の研
修会計画をご案内する予定です。
　来年度も皆様の多数のご参加をお待ちしております。

柳川　崇　呼吸器内科部長

摂食・嚥下障害看護認定看護師
・龍里　智子　看護師

進藤　真久　皮膚科部長

皮膚・排泄ケア認定看護師
・今若　育穂　副看護師長

薬剤部
・吹譯　靖子　薬剤師

感染管理認定看護師
・渡邉　正美　副看護師長

リハビリテーション科　
・岩根　寛　　作業療法士
・羽部　修吾　作業療法士

栄養管理室
・酒永　智子　栄養管理室長

摂食・嚥下障害看護認定看護師
・龍里　智子　看護師　

５月14日（木）

6月24日（水）

７月9日（木）

9月17日（木）

１０月8日（木）

11月25日（水）

１２月10日(木）

１月21日（木）

2月24日（水）

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

63名

58名

79名

22名

45名

36名

26名

40名

47名

　　　　

誤嚥性肺炎について

口腔ケアと肺炎予防

褥瘡治療・処置

褥瘡治療に必要な評価
～ ＤＥＳＩＧＮを用いた評価 ～
※対象者：看護師

睡眠剤・抗不安薬について
転倒・転落への影響を中心に

標準予防策
感染経路別予防対策について
　　　冬に流行する感染症を中心に

リハビリテーション
～ 基本動作の介助、する側・される側
　　　負担の少ない介助をめざして ～
※技術演習30名限定

高齢者の栄養管理について
～低栄養～

嚥下訓練について

実施日 テーマ 講師（または担当） 参加者

栄養に関すること～低栄養～
排便コントロールについて

第７回  平成27年12月10日（木） リハビリテーション～ 基本動作の介助、する側・される側 負担の少ない介助をめざして ～の様子


